
 

 

 

 

 

 

 

さぁ、クイズの時間だ 
ある大学でこんな授業があったという。 

『クイズの時間だ』教授はそう言って、大きな瓶を取り出し教壇に置いた。 

その瓶に、彼は一つ一つ大きな石を詰めた。瓶がいっぱいになるまで石を詰めて、彼は学生に聞いた。 

『この瓶は満杯か？』教室中の学生が『はい』と答えた。『本当に？』そう言いながら教授は、教壇の下か

らバケツいっぱいの砂利を埋めていく。そして、もう一度聞いた。 

『この瓶は満杯か？』 学生は答えられない。１人の生徒が『多分違うだろう』と答えた。教授は『そうだ』

と笑い、今度は教壇の陰から砂の入ったバケツを取り出した。それを大きな石と砂利の隙間に流し込ん

だ後、三度目の質問を投げかけた。 

『この瓶はこれでいっぱいになったか？』 学生は声をそろえて、『いや』と答えた。 

教授は水差しを取り出し、瓶の淵までなみなみと注いだ。彼は学生に最後の質問を投げかける。 

『僕が何を言いたいのかわかるだろうか』 

１人の学生が手を挙げた。『どんなにスケジュールが厳しい時でも最大限の努力をすれば、いつでも予

定を詰め込むことは可能だということです』 『それは違う』と教授は言った。 

『重要なポイントはそこではないんだよ。この例が私たちに示してくれる真実は、大きな石を先に入れ

ない限り、それが入る余地は、その後二度とないという事なんだ』 

『君たちの人生にとって“大きな石”とは何だろう』と教授は話し始める。 

『それは、仕事ではあったり、志であったり、愛する人であったり、家庭であったり、自分の夢だった

り・・・。ここで言う“大きな石”とは、君たちにとって一番大切なものだ。 

それを最初に瓶の中に入れなさい。さもないと、君たちはそれを永遠に失う事になる。 

もし君たちが小さな砂利や砂や、つまり自分にとって重要性の低いものから自分の瓶を満たしていけ

ば、君たちの人生は重要でない“何か”に満たされるものになるだろう。 

そして大きな石、つまり、自分にとって一番大事なものに割く時間を失い、その結果それ自体を失うだ

ろう。』 

 

学年通信のタイトルは『The Big Rock』。みんなにとって、大切な一年。自分にとっての一番大切なも

の（The Big Rock）を考え、それに向き合い続けてほしいという願いでつけました。ちなみに、

『Rock』とは英語で『宝石』という意味もあります。自分にとっての『Big Rock（一番大切なもの）』が

『宝石』のように輝く一年にしていきましょう。 
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５月 

24 月 振替休業  

25 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 中央委員会 

26 水 水１ 水２ 水３ 水４ 水５  尿検査１次 

27 木 木１ 木２ 木３ 木４ 水５ 学活 体育祭ハチマキ販売１５：３０～１６：００ 

28 金 金１ 金２ 金３ 金４ 金５  任命式リハーサル 

1 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 任命式 ②～④全国学力テスト『話すこと』テスト 

2 火 習熟度テスト 国・数・理・社・英 道徳  

３～７ ゴールデンウィーク  

8 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 結団式  

9 火 火１ 火２ 火３ 火４ 練習 練習  

10 水 水１ 水２ 水３ 水４   浦教研日課 

11 木 木１ 木２ 練習 練習 木３ 木４  

12 金 火１ 火２ 火３ 火４ 火５  B日課 
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